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昭
和
三
十
五
年
三
月
、
高
校
を
卒
業
し
就
職
の
た
め
大
阪
に
や
っ
て
来
た
。
十
八
年
間
生
ま
れ
育
っ
た
故

郷
を
離
れ
、
憧
れ
の
大
阪
で
社
会
人
と
し
て
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。 

 

あ
の
日
か
ら
早
や
六
十
有
余
年
が
過
ぎ
た
。
昭
和
四
十
八
年
三
月
に
念
願
の
マ
イ
ホ
ー
ム
を
購
入
、
七
月

に
家
族
四
人
で
泉
大
津
市
に
移
住
し
た
。 

 

泉
大
津
市
は
全
国
一
位
の
毛
布
生
産
量
を
誇
り
、
毛
布
の
他
に
も
セ
ー
タ
ー
等
、
二
ッ
ト
製
品
も
多
く
作

ら
れ
て
い
た
。
町
は
好
景
気
に
支
え
ら
れ
、
活
気
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
。
町
の
い
た
る
所
で
、
織
機
の
ガ
チ

ャ
ン
、
ガ
チ
ャ
ン
と
言
う
音
を
耳
に
し
た
。
移
住
し
た
当
時
は
、
聞
き
な
れ
な
い
織
機
の
音
が
雑
音
に
し
か

聞
こ
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
数
カ
月
経
つ
と
こ
の
音
が
町
を
元
気
に
し
、
活
力
を
与
え
る
『
応
援
歌
』
の

よ
う
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

毛
布
は
我
が
子
の
成
長
を
も
支
え
て
く
れ
た
。
夏
は
綿
毛
布
、
冬
は
純
毛
の
毛
布
だ
。
寒
い
夜
、
幼
い
我

が
子
が
暖
か
い
毛
布
に
包
ま
れ
、
心
地
よ
い
眠
り
に
入
る
。
そ
の
寝
顔
を
見
て
、
安
心
し
て
床
に
就
い
た
も

の
だ
。
毛
布
の
不
思
議
な
力
と
織
子
さ
ん
達
の
温
か
い
心
が
伝
わ
っ
て
く
る
と
感
じ
た
。
お
陰
で
二
人
の
子

ど
も
は
元
気
に
成
長
し
た
。
毛
布
は
身
体
と
心
を
温
か
く
包
む
不
思
議
な
力
を
持
つ
『
優
れ
も
の
』
で
あ
る
。

そ
し
て
、
毛
布
は
炬
燵
カ
バ
ー
や
ひ
ざ
掛
け
、
マ
ッ
ト
等
、
多
種
多
様
な
リ
サ
イ
ク
ル
に
も
力
を
発
揮
し
、

新
し
い
命
を
生
む
素
晴
ら
し
さ
が
あ
る
。 

 

私
の
故
郷
は
山
陰
地
方
の
中
ほ
ど
、
海
と
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
農
村
地
帯
で
あ
る
。
秋
が
深
ま
り
、

木
々
の
葉
が
紅
く
色
づ
い
て
散
る
こ
ろ
、
国
立
公
園
『
大
山
』
に
初
冠
雪
を
見
る
。
こ
の
初
冠
雪
が
本
格
的

な
冬
の
到
来
を
告
げ
て
い
る
の
だ
。
寒
さ
が
厳
し
い
故
郷
に
は
、
今
も
多
く
の
親
類
や
知
人
が
生
活
し
て
い

る
。 

 

私
は
親
類
や
知
人
に
お
祝
い
事
が
あ
る
と
、
必
ず
地
元
特
産
の
『
毛
布
』
を
贈
っ
た
。
皆
か
ら
感
謝
の
言

葉
を
聞
く
と
、
嬉
し
く
誇
り
に
思
っ
た
。 

 

毛
布
業
界
は
、
時
代
の
変
遷
と
共
に
進
化
し
て
い
る
。
昔
の
毛
布
は
純
毛
が
主
流
で
、
色
も
デ
ザ
イ
ン
も

シ
ン
プ
ル
だ
っ
た
。
今
は
素
材
も
多
く
、
色
や
デ
ザ
イ
ン
も
豊
富
で
、
新
商
品
の
開
発
な
ど
、
毛
布
業
界
は

日
々
進
化
し
て
い
る
。 

 

一
方
、
平
成
三
年
に
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
、
日
本
経
済
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。
そ
の
影
響
は
、
毛
布
業

界
に
も
及
ん
だ
。
産
業
界
は
業
種
を
問
わ
ず
安
い
労
働
力
を
求
め
、
生
産
拠
点
を
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
、
海
外

に
シ
フ
ト
す
る
動
き
が
加
速
し
た
。
更
に
前
後
し
て
、
高
齢
化
や
人
手
不
足
、
後
継
者
問
題
な
ど
が
深
刻
化

し
、
廃
業
す
る
業
者
も
多
く
織
物
会
社
は
激
減
し
た
。 



 
し
か
し
、
時
を
経
た
現
在
も
泉
大
津
市
は
毛
布
生
産
量
『
日
本
一
』
の
座
を
維
持
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
生
産
者
の
毛
布
に
対
す
る
強
い
思
い
と
毛
布
づ
く
り
へ
の
情
熱
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。 

 

泉
大
津
の
町
か
ら
永
遠
に
織
機
の
音
を
消
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。 

 

こ
の
町
で
は
地
場
産
業
の
毛
布
が
、
災
害
時
の
救
援
物
資
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。 

 

平
成
七
年
一
月
十
七
日
未
明
に
発
生
し
た
『
阪
神
淡
路
大
震
災
』
は
、
私
に
と
っ
て
特
別
な
思
い
が
あ
る
。

そ
れ
は
発
生
か
ら
三
日
目
に
連
絡
が
取
れ
な
い
同
僚
が
心
配
で
、
友
人
と
二
人
で
安
否
確
認
に
現
地
を
訪

れ
た
時
の
事
で
あ
る
。
午
前
十
時
頃
、
阪
神
西
宮
駅
を
出
発
し
た
。
同
僚
の
住
む
魚
崎
町
ま
で
は
、
徒
歩
で

往
復
約
七
時
間
の
道
の
り
で
あ
っ
た
。
幹
線
道
路
は
救
援
物
資
を
運
ぶ
車
で
大
渋
滞
。
道
路
沿
い
の
歩
道
は

大
き
な
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
、
両
手
に
持
ち
き
れ
な
い
ほ
ど
の
荷
物
を
持
っ
た
人
達
が
多
く
行
き
交
っ
て

い
た
。
私
も
リ
ュ
ッ
ク
に
肌
着
と
非
常
食
を
詰
め
、
手
に
は
毛
布
と
飲
料
水
を
持
ち
同
僚
の
住
む
住
所
を
目

指
し
た
。
途
中
、
倒
壊
し
た
多
く
の
建
物
の
下
に
は
救
い
を
求
め
る
人
達
が
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
三
時
間
半

近
く
歩
き
、
よ
う
や
く
現
地
に
着
い
た
。
そ
し
て
、
背
丈
ほ
ど
に
押
し
潰
さ
れ
た
屋
根
の
上
で
、
物
を
探
す

彼
の
姿
を
見
た
時
、
私
は
友
人
と
三
人
で
抱
き
合
い
感
動
の
あ
ま
り
涙
を
流
し
た
事
が
昨
日
の
様
に
思
わ

れ
る
。
家
族
も
無
事
で
心
か
ら
安
堵
し
た
。
早
速
、
持
参
し
た
毛
布
の
包
み
を
解
き
『
毛
布
』
を
肩
に
掛
け

る
と
、
彼
は
笑
顔
に
涙
を
浮
か
べ
、「
あ
り
が
と
う
！
」
と
喜
ん
で
く
れ
た
。
こ
の
時
の
表
情
は
と
て
も
印

象
的
で
二
十
九
年
経
っ
た
今
も
鮮
明
に
蘇
る
。
こ
の
感
動
と
地
震
で
破
壊
さ
れ
た
町
の
風
景
は
、
脳
裏
に
焼

き
付
き
、
生
涯
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
被
災
地
へ
の
支
援
物
資
で
は
『
毛
布
』
が
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。
特
に
寒
い
時
期
の
被
災
地
は
寒
さ
と
孤
独
と
の
闘
い
で
あ
る
。 

 

毛
布
は
冷
え
た
身
体
と
心
を
温
か
く
包
み
、
明
日
へ
の
生
き
る
希
望
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
。
こ
の
様

に
、
地
場
産
業
の
毛
布
が
、
社
会
貢
献
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
は
私
を
含
め
泉
大
津
市
民
に
と

っ
て
、
大
き
な
誇
り
と
な
っ
て
い
る
。 

  


